
点検結果報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年　　月　　日
文部科学省科学技術・学術政策局
原子力安全課放射線規制室長　殿
                    氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　                                   　　
　平成１７年２月２４日付け１６科原安第１１７号「放射線管理状況報告に際しての放射性同位元素等に関する点検及び報告依頼について」に基づき、点検した結果について、以下のとおり報告致します。
	事業所名称
	
	許可･届出番号
	

	放射性同位元素等の使用用途
	□密封線源（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
□非密封線源（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□放射線発生装置（目的：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	担当者：所　属
        氏　名
     連絡先tel
	


	点検期間
	平成　　年　　月　　日　　　～　　　平成　　年　　月　　日

	点検項目
実施項目に
をすること
	□　所有する放射性同位元素について、保管の帳簿と実物の照合を行っ　　たか。
□　管理区域内において、管理下にない放射性同位元素等が存在しない　　か、全ての実験室等について確認を行ったか。
□　事業所内の管理区域外において、管理下にない放射性同位元素等が　　存在しないか、全ての居室、倉庫等について確認を行ったか。

	点検体制・方法
	○点検体制・方法等（調査の実施体制（責任者、調査にあたった人数等）、調査範囲、誰が、どのような方法で確認を行ったか、すべての場所で調査が行われたことを最終的にどのように確認したか等を記載）


	点検結果
	□　管理下にない放射性同位元素等は発見されなかった。
□　管理下にない放射性同位元素等が発見された。
　　（詳細については、別紙２を添付すること。）


　※管理下にない放射性同位元素等が発見された場合には、直ちに、文部科学省放射線規制室へ連絡すること。（通知文２．②参照）
管理下にない放射性同位元素等の発見に関する報告書
	発見日時
	平成　　年　　月　　日　　　～　　　平成　　年　　月　　日

	発見場所
	□　管理区域内　　□　管理区域外
施設名、室名等：
（別途、事業所境界、管理区域境界と発見場所との位置関係が分かる図面を添付すること）

	核種・数量
形状等
	①核種：　　　　　（確定、推定、不明）、（密封線源 or 非密封線源）
②数量：　　　　Bq（確定、推定、不明）
③形状：長さ　　　mm、大きさ　　　mm、材質
④用途：
（複数発見された場合には、別途表などにまとめること）

	状況
	発見時の状況、周辺への汚染状況、使用者等の被ばく状況、管理区域の貯蔵庫への保管等の取った安全上の措置等

	経緯
	発見までの経過

	原因
	何故、いつから管理下にない状態が生じたのか、記録、帳簿、関係者への聞き取り等から原因（組織・体制、手続き上の問題点を含む。）を詳細に分析すること

	対策
	原因を考慮し、再発を防止するための今後の措置（組織・体制、手続の改善を含む。）を具体的に記載


　※　行数の足りない部分については、別紙として詳細に記載して下さい。

